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決めておかないと，列車は定時運転が困難とな りダイヤ混乱の

原因となる。このあらかじめ決めておく巡転時分を基準巡転時

分とし、う。いし、かえる と基準迎転1時分 と は，月IJに定める速度極

別に応じて列車を宣I!転する場合の停車場開の所主主i時分である。

列車の速度極別に応じた各停車場開の王I!転時分を集録したも

を基準運転時分表 といい， 停車場開の距離 ・ 燦準勾配にうば

L、)等も一目でわかるようにしてあ っ て， 巡伝青I'iillí者ーならびに

災際巡転に従事する関係職員に長"らされる。例を示せばつぎの き じゅ ん レール 基準レール 敷設されたレ ー ルは， つねに

基準述転 JI寺分 表 正しい状態におかれなければならない。そのため

東 海 道 線 に皇室正作業を行う場合， - !lUI のレ ールを基準 nUI レ

ー ノレと定め，士't!lUI レ ーノレ ìJl1IÆの基準とする。この

-1/111 のレ ールを基準レ ー ノレと呼んでいる。 一般に

作業は， 普通には基準。liJをさきに正しいものとな

し ， つぎにこれを基準として対1/111を整正する順序

であ る。

基準レールは， /11/線においては水準 ・ 高低狂整

正は内側レー ル，軌問:および通り狂整正は外側レ

ー ノレ とし， 直線においてはいずれか適当なー側，

あるいは /lll線の付近では /lJl線の基準レールの- flliJ

を とればよい。 しかし検査規程では統一する必要

があるので，直線部においては基点から終点側に

向 って左 !liIJを基準レ ー んとしている。(伊知I也堅一)

きし ょう き章 身分 ・職務または名誉を表わす
際4tで， 国鉄のきJ.fkは ， 身分または職務を表わす

ものには，前41:， 帽章， 襟(えり) 主主， 絢1，1.当事 * IIR 
制に定められたもののほか， つぎのようなものが

ある。

l 制IIR ヲ 者二m セサノレ職員ノ徽îfi: ノ件(大正7 ・ 9

逮 1157 ) 制服 ノ定ナキ職員及制1JI!ノ定メアノレモ特別ノ事由ニ悶

リ之ヲミ専用セサ ノレ職員ノ附~~j スヘキ徽章ハ左 ノ ììli定ム。徽1EJ 、

左胸部見易キ所ニ附着ス ノレモ ノトス。銀製 蒸気機関耳11ff)J輸銀

色但 シポス及クラ γp腕ノ部分金色， 形状寸法|濁ノ如 γ。

2 教習所生徒徽主主ノ件(大正 11 ・ 4 迷 268) 鉄道教習所生徒

徽ï;î偲周 /件左 ノ通トス。 ( 1 1 鉄道教留所生徒ハ徽1;主ヲ 保用ス

ヘ シ (2) 徽主主ハ上衣左襟(左襟意ヲ外シ其ノ位trt ) ニ慨j刊ス

ノレモノトス (3) 徽君主ノ縦式，寸法及材料ハ左ノ通 ト ス 。 様式

図聞ノ通，寸法 図 l苅 ノ通， 材料友鎗製金鍍金(め っき)。

3 l羽生ニ関スル者 ノ徽 き章 (左端は職員の きr;t~

主主 ノ{牛 (大正 3 ・ 3 i主 291 ) ーー

衛生 ニ|革l ス ノレ徽章左ノ i直 属ゆミ~ 会主 /~\ 

定ム。illJJ輪ハ赤色， 十字: jjj \伝説ミr;;ヱ ヲr、 l骨量C~司!

及地色ハ白色，救護 ・ 消毒白 I戸ー ト‘教習所生徒 て詩書量夢~

其ノ他ノ衛生事務 ニ従事ス! ‘徽 章街主話す
=二主主コーJ:;

ノレ職員及嘱託員ハ本徽m ヲ ーf る者の胞を

左腕上胸部ニ装着スへ γ， 此ノ場合ニ於テハ七宝製i圭 l 寸ノモ

ノヲ 周 7 ヘ ー:/， {.旦 '/ll~H浪ノ定メナキ者 ニ 限リ{圭 6 分 ノモノヲ左

襟見返シノ釦孔(1またんあな) ニ裟着スノレ コトヲ得。

また名誉を表わすきmには， 牢鉄道顕J}J f;I:. と* î?)J絞章 と があ

る。(大i島氏矩)

きじ よう けた 軌条桁 (英) rail girder 軌条を組合わせて

主桁とした陥桁。この桁は支|間 1 m 未満のごく短いものに，エ

形桁の代用 として用いられたが，最近国鉄では荷重が対1'大して

きたので使用しないことにな っている。現在一般には工事その

他の際一時的に使用される仮軌条桁をさしている。

仮軌条桁は数本または十数本の軌条を組合わせてm桁とする

とおりである。(西谷 畷 ・ 井上末次郎)

きじ ゅ んえき 基準駅 (旅客列車編成の) 気動車 ・ 電車以外

の客111の方向や，旅客列車の編成I 1町立を術示する必主主上， 各線

路の器準となる駅を定めたもので， 基準駅に近い方向を基準'併，

速いブJ向を反対得と称している。

基準駅を定めたことは優等]11，荷物車等の述結位置を常に一

定させるためで， これらの客111の述結位訟が一定することによ

って ， 旅客 ・ 荷物の取扱いが使利なためである。たとえば東海

道線においては基準駅を神戸 と定めて，荷物111は基準容と指定

しているので， 下り列車は常に前部に荷物111を述結し，上り列

車は逆に後部とな っ ている。したがっ て荷扱いのための後械設

備は各駅とも神戸谷に設備し，有j物1p と荷扱いの機械設Olilの位

置を同じ方向にしている。そのため荷扱いに非常に使利となっ

ている。また優等客車は下りは荷物事の次位，上り は直前に述

紘一するこ と にな っているので， 旅客の誘導案内上からも便益が

多いものである。
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羽越本線 新 ill! 聞 もので， これには常通軌条桁と特殊軌条桁とがある。特殊軌条
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